
　2月13日、赤羽一嘉国土交通大臣が2019年の台風19号で
被災した多摩川流域を視察しました。これには、中島よしおをは
じめ、狛江市の松原市長、公明党の佐々木狛江市議、小林調布
市議らが同行し、堤防のかさ上げや土手天端舗装整備の進捗状
況を確認しました。
　これまで、公明党が市民の声を受けて強く要請してきた、水位
を下げる川底の掘削、堤防最上部の整備事業など具体的な治水
対策について、あらためて松原市長から赤羽大臣に要望。赤羽
大臣は「省を挙げてしっかりと取り組む」と述べました。公明党の
ネットワーク力で、命を守る防災対策が力強く進んでいます。

　都議会公明党はコロナ禍で厳しさを増す都民の家計を支えるととも
に消費を喚起するため、使い勝手の良い商品券の発行を都が財政的に
支援する事業の推進を都知事に強く要望しました。
　このほど、購入額１万円で１万３千円分を地域で使用できる生活応援
商品券の発行支援が決定。都内全世帯で申込みが可能となるよう予算
も１３０億円規模となりました。

　令和３年度の東京都当初予算案は、15兆1,579億円で、これにコロナ対策と
して新たに補正予算案が追加となり、これらの予算案に都議会公明党の主張
が数多く盛り込まれました。
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赤羽国交大臣（前列左から3人目）が多摩川流域の
護岸工事の様子を視察。中島よしお（同4人目）は、
生活者の声を紹介し、さらなる治水対策の推進を
申し入れた

　東京都は、狛江市の調布3・4・2号（水道道路線）について2月9日、国土交
通省から都市計画事業の認可を取得。拡幅整備事業の実施が決定しまし
た。同事業は、交通の円滑化や歩行者・自転車の安全確保を願う住民の声を
受け、中島よしおを中心に、公明党が長年にわたって実現を訴え、推進して
きたもの。今回の事業で、道路の幅が約8ｍから16ｍに広がり、電線類の地
中化や道路の緑化等も進む予定です。
　今後も住民の声を聴きながら、美しく安全な街づくりに全力を尽くします。

中島よしおが東京都に提出
家計と地域と医療を守る！

都予算案が発表

都議会公明党

令和３年度

家計と地域を助ける

　都内の出産費用が全国平均を大幅に上回っていることを考慮し、コロ
ナ禍で子どもを産み育てる家庭を都独自に支援するよう都知事に要望。
子ども一人あたり10万円分の子育て支援サービスや育児用品等が
提供されることになりました。当初、令和３年４月１日以降に出生した子ど
もを持つ家庭が対象でしたが、都議会公明党のさらなる申し入れにより
令和３年１月１日以降に対象を拡大しました。

～公明党の推進で対象拡大～

　都議会公明党は都知事に対し、医療現場で奮闘されている医療従事
者の特殊勤務手当を引き上げるよう繰り返し要望してきました。
　都は、民間医療機関及び都立・公社病院等に勤めている医療従事者を
対象に、現在の１日当たり３千円から５千円に手当の増額を決定。令和
３年１月８日にさかのぼって適用になります。

～１日当たり３千円から５千円に～
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赤羽国交大臣が
多摩川を視察

狛江市

命を守る治水対策を推進！

水道道路の整備事業に着手

「生活応援商品券」事業を実現

出産家庭に一人あたり１０万円分の支援

医療従事者の特殊勤務手当を大幅に増額

政策アンケートに46,994筆の市民の願い
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新聞でも都議会公明党の取り組みが
報道されました
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　公明党北多摩第３総支部では、
このほど政策要望アンケートを実
施。総計18,881人から46,994
筆の要望をいただきました。
　3月3日、中島よしお総支部顧
問は、調布・狛江の市議、子育て世代の都民の代表と東京都庁を訪れ、東京都
の多羅尾副知事と植村公園緑地部長に、意見をまとめた要望書とアンケート
を提出。多羅尾副知事は「きめ細かな要望をいただきました。一つ一つにしっ
かり対応し、尽力したい」と述べました。（アンケートの詳細は中面に掲載）
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　災害時の避難所にもなる学校の体育館。冷暖房の未
整備が課題でした。公明党の推進により、2018年度の
都の補正予算で補助制度の創設が実現。19年度と20年
度には、初期コストを抑えたリース方式への支援が盛り
込まれ、学校体育館へのエアコン設置が実現しました。
　調布・狛江両市ではすべての小中学校への21年度中
のエアコン設置が決定。さらに都有地の活用や、大型
スーパー・施設とも連携した避難所の確保など、市民の
命を守る政策を推進していきます。

　公明党の推進で昨年12月、新型コロナウイルスワクチンの希望
者全員への無料接種に向けた改正予防接種法・検疫法が国会で
成立。接種の実施主体を市町村とした上で、費用は国が負担する
ことなどを盛り込みました。公明党は昨年7月の国会質問などで
「予備費の活用」や「健康被害救済制度の創設」を提案。政府が実施
の方針を表明したことで、製薬会社との交渉が大きく前進しました。
　いよいよ春からは順次ワクチン接種が開始されます。公明党
は、市民の皆さまが安心してワクチンを接種できる体制づくりに
尽力していきます。

　公明党は、「公園」の有効活用へ、さまざまな政策
を提言してきました。
　都が管轄する野川公園、神代植物公園、武蔵野の
森公園に、お子さまが安全に遊べる遊具の設置を要
望。また、都営住宅の広場に成人や高齢者も使える
「健康遊具」の設置を要請し、さらに市議会と連携し
ながら、市営公園の古くなった遊具の改修、汚れた遊
具の清掃などを推進しました。今後も住みよい街づ
くりを進めていきます。

医療・福祉

防災・安心 未来が輝く街へ

コロナワクチン
集団接種場所

（今後、追加・変更の可能性があります）

京王線調布駅前に500～600平方
メートルのプレハブ施設を設置

調布市

狛江市
上和泉地域センター体育館
岩戸児童センター遊戯室

総計
46,994筆

小さな声を大きな力に！
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4月からの

政策アンケート集計結果

公明党北多摩第３総支部では、政策要望アンケートを実施。
調布・狛江の市民の皆さまに、特に推進を希望する政策項目を
チェックしていただきました（複数回答可）。ご協力ありがとう
ございました。皆さまの声を都に届け、政策推進への力にする
ことができました。以下に詳細をご報告いたします。
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皆さまからのたくさんのお声


